
本連載の第１回目（2009年11月20日号掲載）にお

いて、企業が国際化の時代からグローバル化の時代

に突入し、その人材育成の内容が変化してきたこと

をお伝えした。そのなかで企業の持つ英語力のアセ

スメント方法がTOEIC獏一本槍から、それに加えて

スピーキングテストをもう一つの軸とする二軸の時

代となってきたことに触れた。

私たちは、企業がグローバル人材の英語力を数値

化し、把握しておくことは大変重要であると感じて

いる。もちろん、「英語ができる人≠グローバル人

材」なので、英語だけが企業のグローバル展開をす

るうえでの最重要事項と言うつもりはない。しかし、

たくさんの価値観が作り上げるダイバーシティに対

応しながら、国内で成功したビジネスを海外でも実

現するために、国内外の多国籍のメンバーとコミュ

ニケーションし、リーダーシップを発揮しながらコ

ンセプチュアルスキルを駆使し、マネジメントを実

行するとなると、すでに世界共通言語となってしま

った英語を、避けては通れない。

さて、その企業の持つ英語力を把握するために、

なぜ軸を二つも必要とするようになったのだろうか。

１）使用機会の増加と難易度の高度化

最初に挙げられる理由としては、多種多様な局面

で英語を使わなければならない機会が増加してきた

という環境の大きな変化が背景にある。現在の日本

の企業の基本姿勢は、海外売上比率を高めるために

企業買収や提携を推進せざるを得ない状況にある。

その買収先や提携先でのコミュニケーションの必

要性は増加の一途となっている。さらに今後、少子

化に対応すべく労働力の質と数を補うために国内に

おいても外国人の採用を増加させている。これらの

多種多様なビジネスシーンにおけるコミュニケーシ

ョンでは、より高度な英語能力が要求される。

海外または国内においても、日本人以外のメンバ

ーや多国籍で構成されたチームに対してリーダーシ

ップを発揮して成功に導くには、コミュニケーショ

ン力に負うところが大きく、それらを高いレベルで

駆使してこそ、リーダーシップ・マネジメントが実

行できることになる。企業にとって企業全体の英語

力、要所に配置する人材の英語力がこれら難易度の

高いコミュニケーションに対応できるかどうか、正

確に把握する必要が生じてきたのである。

図表１は、ビジネスを実行するために必要なスキ

ルの関係図であるが、一番の基礎になるコミュニケ
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図表１　ビジネス実行のスキル関係図

異文化背景 

マネジメントスキル 

コミュニケーションスキル 

ヒューマンスキル 
（リーダーシップなど） 



ーションスキル、それらに支えられるリーダーシッ

プなどのヒューマンスキル、それらの両者を前提と

して成り立つマネジメントスキル、それら全体に関

連する異文化が背景にある、という関係を示した図

である。英語力は、この根幹を成すコミュニケーシ

ョンスキルを担う存在となる。

２）英語力を構成する２つの要素

英語力は、多くの要素で構成されるが、主要な部

分を単純化し大きく分けると知識面と運用面の２つ

の要素にて構成されていると考えるとわかりやすい。

ここで言う知識面とは、語彙力（熟語力）や文法

力・経験値などを指し、運用面とは、それらを実際

の場面で駆使する力を指す。この二面性を認識した

時に企業の持つ戦力分析として英語力を数値化して

把握するには、一軸では不足していることに気がつ

く。

これら２つの構成要素を測定するのに二軸が必要

な理由は、TOEIC獏（従来、企業が使用してきたリ

スニング・リーディングのテスト）が直接測定する

力とスピーキングテストにて測定する力が質的に異

なるからである。図表２は、手元にある例を利用さ

せていただき、縦軸をTOEIC獏として、横軸を弊社

のスピーキングテスト（TSST）として、同一人物

のTOEIC獏スコアとスピーキングスコア（TSST）を

１つの点として、4,400人近くをマークしてできた英

語のレベル分布図である。

TSSTは、９段階のスピーキングテストで、９に

近づくほどスピーキング力が高いことを示す。図表

２によると必ずしも、「TOEIC獏 スコアが高い＝ス

ピーキング力が高い」とはなっていない。例えば、

TOEIC獏830点の対象者がそれぞれTSSTでどの位置

にあるか見てみると、TSST３からTSST８まで存在

している。TOEIC獏700点台になるとそれらは、より

顕著に表れてくる。私たちが、普段企業からトレー

ニングの依頼を受ける対象もこの現象がはっきり見

られる。

「TOEIC獏スコアが高い＝スピーキング力が高い」

という傾向は、相対的にはあるが、それにあてはま

らない対象が相当数いることがわかる。ここに、企

業の英語力アセスメントを二軸にて捉える必要性が

生じる。

図表３（46頁）は、英語を学習しようとする際に

英語を漠然と捉えるのではなく、前述の考え方を利

用して、３つのステージとして捉え、そのステージ

ごとに対応しようとした図である。英語基礎力は、

前述の知識面。英語運用力は、前述の運用面を指

す。それにもう１つビジネススキルが加わっている

のは、基礎体力を高め、さらにそれらをきちんと運

用できるようになったら、ビジネスシーンに必要な

プレゼンテーション・ミーティング・ネゴシエーシ

ョンなどのスキルにまで発展させるステージである。

やみくもに英語全般に向かって突き進むよりも、
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たかはし　かずお
1987年より企業の人材育成業界に携わり、
今日に至る。これまで多くの企業にて、グロ
ーバル人材育成の実践を経験しており、企業
事例の分野も広範囲に及ぶ。モットーは徹底
したヒアリングと熱意。それらを活かす形で
より良い先進的な提案を行っている。

アルク教育社とは……
アルクグループで、企業（約2,500社）・教育機関（約380校）向けサービ

スを担当する。ミッションは、「グローバルに活躍できる人材の育成を

通じて社会に貢献する」。グローバルマネジメント研修と英語を中心と

したビジネスコミュニケーション研修を、海外研修・国内集合研修・e

ラーニング・通信教育・TSST（スピーキングテスト）など総合的アプ

ローチにて人材育成コンサルティング活動を展開している

URL：http://www.alc-education.co.jp

図表２　TSSTスコアとTOEIC獏のスコア分布
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このように分けて考えると、まずどこから手を着け

るべきかなど、学習対象がはっきりしてくる。また、

この種の背景には、必ず異文化が存在していること

になる。これも見逃せない学習対象である。

TOEIC獏のリスニング・リーディングスコアは、

英語力の基礎体力の数値化と言える。これをテニス

に例えると、持久力や瞬発力・筋力などに相当する

力である。そして、これらの力が高くても必ずしも

テニスの試合で好成績を収められるとは限らないの

と同じである。

TSSTなどのスピーキングテストは、テニスにお

けるフットワークやストローク・サーブなどが、ど

の位できるかという運用力を数値化することにあた

る。試合で好成績を収めるためには、持っている力

を最大限に活用・運用できるようにする必要がある。

英語においても、知識として文法力・語彙力などを

備えていても、それらを実際に運用し得るかどうか

は、別の力が必要となるわけである。

英語アセスメントを二軸で捉える効用は次の、１）

戦略的な人員配置、２）英語力強化における研修内

容策定、３）明確な指針――にはっきりと表れる。

１）戦略的な人員配置

TOEIC獏（リスニング・リーディング）スコアに

て一軸のアセスメントを行っていた時には、すでに

述べたように高得点保持者でも実際のコミュニケー

ションで自在に英語を駆使できるとは限らなかった。

スピーキングテストとの併用にて二軸でのアセスメ

ントを行った時に各人材の英語力Mappingが可能に

なる。

このMapに従うことにより、企業は適切な人材を

的確に配置できるようになる。企業の戦略的人員配

置は、英語力だけを見て決めることはまず有り得な

いことであるが、最終決定時にその人材が、もっと

も重要なコミュニケーション能力があるかどうかを

考慮に入れて選出可能となる。

２）研修内容策定

図表３からもわかるように、研修対象者の英語基

礎体力（知識面）は、TOEIC獏で数値化される。ま

た、それらの力をどのくらい運用できるかは、スピ

ーキングテストにて数値化される。これら二軸にて

アセスメントしておけば、この双方の力がしっかり

と身についているかどうかを判断してから、ビジネ

スコミュニケーションスキルを磨く段階に移行する

ことができる。研修対象者の現状を二軸にて把握し、

まずは基礎体力を向上させるプログラムが必要なの

か、基礎体力は十分であるが、それらを運用するこ

とができるようになるプログラムがどの程度必要な

のかを判断して研修内容を策定できるようになる。

３）明確な指針

二軸にて現状の英語力を数値化する作業は、現在

その人材がどの位置に立っているかを明確にする作

業となる。また、現在地がはっきりした後は、どの

方向に向かったらよいのか、それぞれの指標に対し、

目標値を何点に設定して学習に励めばよいのかを数

字にてはっきりさせることができるメリットがある。

抽象的な、表現で「何とか伝わるように」、「ペラ

ペラにならなくてもよいが、もう少しできるように」

では、言われているほうもどこをゴールにすればよ

いのかわからない。現在行っている英語レッスンを

終了してよいのか、まだ続けるべきなのか、これら

のことが、はっきりと数字で明示できることが大切

だ。

これにより、企業が社員に対して英語力の向上を

求める場合にも、逆に求められる社員の側から見て
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図表３　英語力の構成

異文化背景 

ビジネス 

コミュニケーション 

英語基礎体力（知識面） 

（TOEIC
獏
　指標） 

英語運用力（運用面） 

（スピーキングテスト指標） 



も、明確にその目標を数字で示されるようになる。

企業としての指針を数値目標で具体的に掲げること

ができるのである。

１）有効な研修対象者のグループ分け

TOEIC獏とスピーキングテストの数値化マッピン

グによって研修対象者の状態を図表４のように分け

ることができる。

図表４において、まず企業が到達しなければなら

ない理想的なシーソーの絵としては、TOEIC獏 730

点以上でTSST５以上というバランスの取れた状態

であろう。企業の持つ英語力が、そのレベルに達し

たときに実際のビジネスを念頭においたさまざまな

スキルを含めた人材育成が可能になる。

２）今まで行われなかった運用面強化の新しい考え方

A）聞ける≠B）言える≠C）言いたいことが言える

この式は、さまざまな英語研修の到達しようとす

るゴールを似て非なるものとして、≠（ノットイコ

ール）で明確にしたものである。

「A）聞ける」と「B）言える」の違いは、分かり

やすい。「A）聞ける」ようにする研修は、TOEIC獏

に表れる英語の基礎体力に大きな影響を与える大切

な部分になる。この部分の学習は、自己学習や集合

研修で従来行われてきている。

さて、「B）言える」と「C）言いたいことが言え

る」の違いは、おわかりであろうか。

「B）言える」と言うゴールは、ネイティブスピー

カーを講師に行われている英会話レッスンに多く見

られる。ある意味業界の王道的手法でもあり、留学

経験のない日本人学習者にシチュエーションごとに

良く使われる表現などをインプットしながらロール

プレイなどで経験値を高める方法である。

国内で英語力を高めるためには、必ず実施するべ

き重要なプロセスである。これまでの企業の英語研

修は、ここまでに留まっている。この後には、プレ

ゼンテーションやネゴシエーションなどのビジネス

コミュニケーション（応用編）のステージに移行す

るという形が圧倒的に多い。

しかし、現在は英語のアセスメントが二軸で行わ

れるようになり、運用能力をも測定するようになっ

てからは、もう１つ、「C）言いたいことが言える」

というゴール、コミュニケーションの本質が、浮上

してきた。

「B）言える」とは、テキストにすでに用意された

フレーズを模倣できるようにする。あらかじめ準備

されたものを「言う」という練習を指す。「C）言い

たいことが言える」とは、それとは違い、自分の思

ったことを日本語と同じように言うということであ

り、「B）言える」とはあきらかに違う作業である。

その弊害としてよく現場で聞く話として「やっと英

会話の上級クラスまで来られたのに、会議でのプレ

ゼンの後にQ&Aセッションになると途端にうまく話

せなくなる」がある。これは、明らかにプレゼンテ

ーションなどの用意したものは、うまく言えるが、

それ以降の頭のなかにあることを言えるようにする

練習やトレーニングの不足から来る。

しかし、企業の英語アセスメントが二軸になって

からは、その部分にメスが入れられた。

対象者の英語運用能力を数値で把握し、その力を

しっかりと高める必要を認識できたのである。因み

に、この運用能力を高める研修の実施は、まだ少な

いように思う。その方法としては、しっかりとした

ロジックで組み立てられたスピーキングテストを選

び、そのテストの数値化のロジックを逆に辿って考

えれば、そこに運用能力を上げる研修またはトレー

ニングのヒントが見つかる道理となる。今後は、こ

のような研修が不可欠となると予測している。
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図表４　スピーキングテストの数値化マッピングによる研修
対象者の状態分類

■対象者 

●Aグループ ●Bグループ ●Cグループ 

TOEIC獏 
400-550点 

TOEIC獏 
600-750点 TOEIC獏 

300-400点 
TSST4

TSST3 TSST3

基礎力 運用力 運用力 運用力 基礎力 基礎力 

基礎体力は、すでに必要な

だけ獲得しているグルー

プ。すでに持っている基礎

体力を運用できるような研

修を実施することが必要 

基礎体力が低い割りには、 

運用能力が高めのグループ

すでに持っている基礎体力

を最大限に活かしている。

再度基礎力を高める研修を

実施することが必要 

基礎体力も運用能力も低い

グループ。まずは、基礎体

力を高める研修から開始す

ることが必要。 

二軸アセスメントを活かした
理想的な研修の考え方


